
令和２年度 住民主体の文化創造支援事業 

（パレア若狭共催事業）募集要領 

 

（趣旨） 

第１ この要領は、若狭町の芸術文化の振興、町民の生きがいづくり及び福祉・健康の推進等を図るこ

と（以下「文化振興等」という。）を目的として、パレア若狭生きがい施設及び国民健康保険総合保

険施設（以下「館」という。）で実施する事業を募集・選考し、若狭町パレア文化課（以下「町」と

いう。）の共催事業として選定するために必用な事項を定めるものとする。 

（対象者）  

第２ 募集する事業の実施者は、次の各号の全てに該当することとする。 

 ① 特定の政治活動または宗教活動を目的としないこと。 

 ② 営利を主たる目的としないこと。 

 ③ 過去に共催及び後援を承認した際に承認条件の不履行がないこと。 

（募集事業及び募集数） 

第３ 募集する事業は、広く一般に公開される文化振興等に関するもので、次の各号のものとする。 

（１）「芸術鑑賞型」優れた芸術性や創造性を有する出演者または出展者（作品）を迎え、舞台芸術公

演及び美術作品の鑑賞の場を提供するもの。（募集：６事業） 

（２）「生涯学習型」専門的知識、技能や技術を提供するもので、地域住民や青少年にワークショップ

などの体験的な学びの機会を提供するもの。（募集：２４事業） 

（事業実施期間及び日数） 

第４ 募集する事業の実施期間は、令和２年５月１日から令和３年３月３１日までとし、実施日数につ

いては次の各号のとおりである。 

（１）舞台公演：１～２日（リハーサル含む） 

（２）作品展示：１～２１日（準備・撤収含む） 

（３）ワークショップ：１～４日 

（申請手続き） 

第５ 共催により事業を実施しようとする者は、若狭町共催等に関する取扱要綱（平成３０年若狭町告

示第２２号）の規定による共催等承認申請書及び事業企画書（様式第１号）を町に提出するものとす

る。 

２ 事業は、町広報紙に掲載して募集し、前項の申請書は令和２年４月１０日までに提出しなければな

らない。ただし、期間終了後も申込みが年間予定実施数に満たない場合は、期間終了後も随時申込み

を可能とする。 

３ 申請については、１申請者につき「芸術鑑賞型」については１事業、「生涯学習型」については２

事業までとする。 

４ 館内施設の予約については、申請者が行うこととする。 

（選定） 

第６ 応募があった事業については、町が設置する「パレア若狭文化事業企画委員会」が審査する。 

（選定結果の通知） 

第７ 町は、共催事業の承認を決定したときは、共催承認の可否について、速やかに応募者に通知する

ものとする。 



（承諾の取消） 

第８ 共催を承認した事業であっても、その内容が選定基準に該当しなくなったとき、その他承認する

ことが不適当となったときは、その決定を取り消すものとする。 

２ 町は、承認の取消によって損害等が発生した場合の賠償責任は負わないものとする。 

（事業報告） 

第９ 共催の承認を受けた者は、事業終了後、速やかに事業実施報告書（様式第２号）を町に提出する

ものとする。 

（報告及び調査） 

第１０ 町は、共催事業に関して必要に応じて報告を求め、調査を行うことができる。 

（関係書類の保管） 

第１１ 共催の承認を受けた者は、事業実施に関する関係書類を整備し、事業実施の翌年度から起算し

て５年間保管しなければならない。 

（その他） 

第１２ この要領に定めるもののほか必要な事項は、町が別に定める。 

 

附則 

 この要領は、令和２年２月１日から施行する。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

共 催 事 業 用 務 分 担 表 

 

用 務 内 容 
主催者 町 

備   考 
用務 用務 

共
通 

出演者（講師）との調整等 ○ ‐  

出演者（講師）への支払 ○ ‐  

チラシ・ポスター製作 ○ △ パレア発行物の一部に掲載は可能 

町広報紙への掲載依頼 ‐ ○  

申込・入場券販促 ○ △  

ケータリング ○ △ 町はポット、湯呑み等の貸出のみ 

会場使用料 △ ○ 事業実施期間以外の使用料は主催者負担 

備品使用料 △ ○ パレア備品以外の備品は主催者負担 

駐車場警備 ‐ ○ 来場者200人以上の場合のみ必用 

会場準備・後片付け ○ △  

記録 ○ ○ 各自必用があれば 

芸
術
鑑
賞
型 

プログラム・図録の作成 ○ ‐  

舞台関係（進行等） ○ ‐  

ピアノ調律 ○ △ 業者への連絡はパレアで行う 

音楽著作権の申請・支払 ○ ‐ 入場料が発生する場合 

チケット予約・販売 ○ ○ チケット管理システム利用可（※１・２） 

チケットもぎり・会場案内等 ○ ○  

専門技術者（音響・照明が必要な場合） ○ ○ 貸館同様とする（※３） 

生
涯
学
習
型 

申込受付 ○ ○ パレアにて集約すること可 

当日の受付・集金 ○ ○ パレアが行う場合は要手数料（※２） 

進行・講師の対応 ○ ‐  

※１ パレア若狭で取り扱うチケット数は貸館同様（最大５０枚まで）とする 

※２ パレア若狭にて販売・集金を行う場合は、販売手数料（売上金の５％）が必用とする 

※３ 事業実施日における専門技術者１名（８時間/日）と交通費以外にかかる委託費用は主催者が支払う 

 

 



企画書の審査について 

 

１ 事業企画書の審査・評価 

   期限までに提出された事業企画書は、パレア若狭文化事業企画委員会（以下「企画委員会」という。）

が審査し、企画委員会の意見を基に若狭町において最終決定します。事業企画書の評価の視点について

は次のとおりです。 

（１）パレア若狭共催事業としての適合性 

   ・芸術性や専門性の度合い・内容の充実度・施設との適合性 

・施設の収容力に適した集客性  など 

（２）事業の実現可能性 

   ・主催者の事業遂行能力が十分にあること 

・適切な収支バランス  など 

（３）協働による事業推進の効率性 

   ・集客拡大、事業PRに向けた工夫、創造性、具体性  など 

（４）期待される効果 

   ・芸術文化振興への寄与・新たな住民層の利用者拡大 

・生涯学習意欲向上への寄与  など 

       

２ 事業果実等の取扱 

（１）事業果実（当該事業を録画・録音・撮影したもの）の著作権は若狭町及び主催者に帰属し、若狭町は

必要な公表等に使用できるものとします。 

（２）音楽著作権使用については、（財）日本音楽著作権協会に対して主催者にて申請、費用負担を行うこと

とします。 

（３）事業企画書の著作権は事業企画書を作成した者に帰属しますが、若狭町は選定を行う作業の範囲にお

いて複製を作成し、配布することがあります。また、若狭町情報公開条例の規定による請求に基づき、

第三者に開示することがあります。また、事業企画書の内容に、第三者に属する著作権等の使用が含ま

れる場合は、当該権利者及び当該使用の申請及び使用料の支払先を明確にしてください。 

（４）提出後の事業企画書の軽微な訂正は認めますが、事業企画書の内容の重大な変更となるような訂正、

追加などは認めません。 

（５）当該事業で知りえた個人情報等については、ほかに漏らさないようにしてください。 

 

３ 失格要件 

  次の要件の一つに該当する場合には、失格となることがあります。 

（１）事業企画書の内容に虚偽がある場合 

（２）選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行った場合 

（３）その他、企画委員会の協議の結果不適切と認められた場合 

 

４ 費用負担 

 事業企画書の作成及び提出にかかる費用については、事業企画書の作成者または提出者の負担とします。 

 


